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東市来町 湯之元にオープンしました！
広々とした駐車場で女性も安心です

患者さま一人ひとりにあった治療を提案させていただきます
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と
あ
る
木
曜
日
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
て
み
ん
な
で
「
伊
集
院
健
康
づ
く
り

複
合
施
設
ゆ
す
い
ん
」
に
来
て
い
る
グ

ル
ー
プ
に
会
い
ま
し
た
。
土
橋
地
区
に
お

住
ま
い
の
82
歳
か
ら
92
歳
の
皆
さ
ん
で
、

６
年
前
か
ら
毎
週
木
曜
日
は
決
ま
っ
て
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
「
ゆ
す
い
ん
」

に
遊
び
に
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
り
、
松
尾
さ
ん
は
、

「
み
ん
な
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
お
出
か
け
す
る
の

が
と
っ
て
も
楽
し
い
」、
馬
場
園
さ
ん
は

「
５
人
の
う
ち
２
人
は
免
許
返
納
を
し
た

人
だ
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
は
一

人
当
た
り
２
０
０
円
、
往
復
の
料
金
４
０

０
円
と
昼
食
代
、
午
前
と
午
後
２
回
分
の

お
風
呂
代
を
含
め
て
１
３
０
０
円
で
１
日

友
達
と
楽
し
め
る
。
も
っ
と
利
用
者
が
増

え
る
と
い
い
の
に
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
一
方
で
は
「
地
域
の
人
で
も
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
。
外

出
す
る
事
が
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

の
に
」
と
顔
を
曇
ら
せ
ま
す
。

　
取
材
中
に
別
の
路
線
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
来
て
い
る
方
に
も
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
自
宅

近
く
か
ら
「
ゆ
す
い
ん
」
ま
で
は
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
利
用
、
入
浴
後
に
ス
ー
パ
ー
ま

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
移
動
し
、
買
い

物
後
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
自
宅
近
く
ま
で

帰
る
と
い
う
利
用
方
法
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
に
い
る
全
員
が
、「
い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
え
て
う
れ
し
い
し
、
楽
し
い
。

も
っ
と
制
度
を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
欲

し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
制
度
を
知
っ
て
使
う
と
意
外
と
便
利
な

乗
り
物
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」。
他
の
公
共

交
通
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
温
泉
に
♪

※高山・上市来（伊集院）線を除き、所在する地域の中心市街地と郊外地の区間を運行。
例１）上野・皆田線は、東市来地域の市街地と皆田地区等を結ぶ路線。
例２）坊野・田尻線は、吹上地域の市街地と坊野地区等を結ぶ路線。

乗合タクシーの運行路線一覧

●上野・皆田 線
●高山・上市来（東市来）線
●高山・上市来（伊集院）線

●上神殿 線
●中川・郡 線
●竹之山・土橋 線
●上・下方限 線
●恋之原 線
●久木野  々線

●日新 線
●日置 線
●吉利 線
●扇尾 線
●住吉 線

●平鹿倉・湯之元 線
●日添・田之尻 線
●藤元・野首 線
●和田 線
●坊野・田尻 線

　
市
内
を
走
る
公
共
交
通
と
聞
く
と
、
ま

ず
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
鉄
道
や
バ
ス
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
鉄
道
や

バ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
市
内
で
は
多
く
の

区
域
で
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
が
運
行
し
て

い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
乗
合
タ
ク
シ
ー
っ
て
ど
ん
な

乗
り
物
な
の
で
し
ょ
う
。

　
郊
外
地
と
市
街
地
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
路
線
の
中
に
は
、
乗
降
客
が
い

な
い
区
間
で
も
バ
ス
の
性
質
上
、
運
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
効
率
が

悪
く
な
っ
て
い
る
路
線
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
路
線
の
代
わ
り
に
導
入
し
た

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
と

時
間
に
決
め
ら
れ
た
区
域
を
予
約
に
応
じ

て
運
行
し
ま
す
。
他
に
予
約
が
あ
れ
ば
、

他
の
人
も
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
料
金
は
一
律
料
金
で
、
一
般
的
な
タ
ク

シ
ー
と
は
少
し
違
い
、
バ
ス
の
性
質
を
持

ち
合
わ
せ
た
交
通
手
段
で
す
。

　
ご
利
用
の
際
に
は
、
運
行
す
る
曜
日
時

間
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
置
市
公

共
交
通
マ
ッ
プ
・
総
合
時
刻
表
な
ど
に
よ

り
確
認
い
た
だ
き
、
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
年
４
月
に
「
日
置
市
公
共
交
通
マ
ッ

プ
総
合
時
刻
表
」
を
作
成
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

は
、
市
内
で
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
、
市
内
の
交

通
手
段
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
身
近
な
地
域
内
で
運
行
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
情
報

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
見
な
が
ら
路
線

バ
ス
に
乗
り
換
え
て
、
外
出
を
す
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

公
共
交
通
マ
ッ
プ

総
合
時
刻
表
を
作
成
し
ま
し
た
！

●
利
用
料
金
（
一
人
当
た
り
）●

１
回
の
乗
車
に
つ
き
　
３
０
０
円

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
や
障
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
　
２
０
０
円

④
予
約
に
応
じ
て
運
行

⑤
バ
ス
停
以
外
で
も
乗
降
可
能

⑥
最
短
ル
ー
ト
を
通
る
の
で

　
目
的
地
ま
で
早
い

①
決
ま
っ
た
曜
日
・
時
間
に

②
決
ま
っ
た
区
間
を
運
行

③
他
の
人
も
乗
車
し
ま
す

▲ご機嫌に「ゆすいん」をあとにしました

▲昼食後にお茶を飲みながらの情報交換

▲予約者をそれぞれの出発地から乗せて目的地へ到着

乗
合
タ
ク
シ
ー
を

　
　
ご
存
知
で
す
か
？

乗合タクシーの６つの特徴

タ
ク
シ
ー
の
性
質

バ
ス
の
性
質

東市来（３路線） 伊集院（６路線） 日吉（５路線） 吹上（５路線）

乗合タクシー
のススメ

Hioki City Public Relations 2019.7 広報ひおき 2019.73 2



福祉課
障害福祉係からの
お知らせ

CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS

CIVIC NEWS

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

【お問い合わせ先】
本庁選挙管理委員会　TEL２４８-９４３７

CIVIC NEWS
縮小版

選挙管理委員会
からの
お知らせ

第
25
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
つ
い
て

７月21日（日）は参議院議員通常選挙の投票日です

重度の障がいがある方を対象に
　　　　　医療費の助成を行っています。

【お問い合わせ先】
本庁市民福祉部福祉課障害福祉係　TEL２４８-９４１６
または各支所市民課福祉係

　次の要件を満たす人で、選挙人名簿に登録されている人（選挙人名簿に登録されてい
ないと投票はできません。）
　①　年齢要件　平成13年７月22日までに生まれた人
　②　住所要件　平成31年４月３日以前に日置市に転入手続きを行い、引き続き日置市
 に住所を有している人
　※　７月４日以降に日置市内で転居した場合は転居前の住所地の投票所での投票と
　　　なります。

　①　期間　令和元年７月５日（金）から20日(土）まで
　②　時間　午前８時30分から午後８時まで
　③　場所　日置市中央公民館、各支所及び県立農業大学校（※）
　※　県立農業大学校は７月11日（木）午後４時15分から午後５時15分まで

◆対象者

◆助成内容

◆手続きに必要な書類

◆　選挙権のある人

◆　期日前投票所

(1) ～ (4)のいずれかにあてはまる方
(1)身体障害者手帳の等級が１級または２級の方
(2)療育手帳の程度がＡ１、Ａ２と判定された方
(3)身体障害者手帳の等級が３級かつ療育手帳の程度がＢ１と判定された方
(4)療育手帳Ｂ１かつ知能指数35以下と判定された方

医療保険各法（国民健康保険・社会保険・後期高齢者医療保険）による医療を
受けた場合にその医療費の自己負担分について助成します。
※介護保険料・予防注射・診断書料等保険適用外の費用については助成対象外
　となります。

障がい者手帳、印鑑、健康保険証、本人名義の通帳の写し
※対象者は本庁福祉課、各支所市民課で受給者証の交付を受ける必要があります。

●詳細については、お問い合わせください。

これであなたも日置通!

吹上中央公民館で、ウミガメ保護パトロール開始式が行
われ、県や近隣各市の関係者、地域内のウミガメ保護団体
が出席しました。ひお吉くんより監視員の腕章が授与され
た後、吹上浜まで移動し、パトロールを行いました。ウミガ
メは１シーズンで500個程度の卵を産みますが、成体にな
るのは5000匹に１匹と言われており、日置市では昭和60
年に旧吹上町で「海浜保護条例」を策定以来、ウミガメの保
護に努めています。長年培った保護活動は新しい時代にも
継続され、更なる上陸・産卵を目指します。

ひお吉くんが腕章を手渡します

昭和・平成・令和へ
ウミガメ保護パトロールは続きます

5/17

関西在住の吹上出身者による関西鹿児島吹上会が、大
阪で開催され、迫会長はじめ役員の皆さんが奔走し、一昨
年を上回る146人が参加しました。当会は、阪神淡路大震
災後の、吹上出身者の安否確認がきっかけで平成９年に発
足し、当初は600人以上の会員がいましたが、近年、会員
の減少と高齢化が懸念される状況です。しかし、故郷吹上
への熱意は冷めることはなく、ふるさと納税をはじめさま
ざまな支援をいただいています。今回も、吹上支所へ掛け
時計が贈呈され、昨年度建て替えられた新庁舎ロビー正
面に飾られています。

掛け時計の目録が贈呈されました

関西鹿児島吹上会開催
離れても故郷への思いは変わりません

6/2

平成29年度優良建設工事施工企業表彰が市中央公民館
で行われました。これは施工企業の技術力の向上や、工事に
おける適正な施工確保と社会的評価の向上を目的として毎年
行われています。審査では工事の完成度はもちろん、施工に
おける安全管理や近隣住民への周知などさまざまな観点から
評価しました。受賞企業および工事名は次のとおりです。
株式会社西郷組：災害関連事業市道上の浜帆の港線大川

橋下部工事（28-2工区）
東和建設株式会社：道整備交付金事業市道上野恋之原線

舗装修繕工事（29-1工区）

表彰を受けた株式会社西郷組(左端)と東和建設株式会社(右端)

優良建設工事施工企業２社を表彰
平成31年度日置市優良建設工事施工企業表彰

5/27

日置市内の犯罪を防止し、安全で安心なまちづくりを推
進することを目的として、児童生徒の通学路や主要交差
点、主要道路に設置され、４月から稼動している「見守りカ
メラ」について、撮影した画像の管理等に関する協定が日
置警察署と日置市で結ばれました。
カメラの設置により、地域の防犯意識が高まり、犯罪抑
止の一翼を担うものであるほか、行方不明事案などへの
活用が期待されます。見守りカメラは現在51台が設置済
み、今年度中に４９台の増設を予定しています。

調印式の様子

見守りカメラの画像の管理等に関する協定調印式
安心で安全なまちづくりを

6/3
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地
域
の「
今
」と「
未
来
」を
考
え
よ
う

第
４
期
地
区
振
興
計
画

第
４
期
地
区
振
興
計
画
の
推
進

　地
域
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
26
地
区
公
民

館※

で
は
、過
疎
・
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
地
区
の
課
題
に
対
し
、平
成

30
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
４
期
地

区
振
興
計
画
を
策
定
し
、そ
の
解
決

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　地
区
振
興
計
画
と
は
、地
域
を
見

直
し
、地
区
の
活
動
充
実
や
そ
の
あ
り

方
を
話
合
い
、地
域
課
題
の
解
決
を
市

と
の
役
割
分
担
で
行
い
、共
生
・
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
、住
民
自
治
の
新
し

い
仕
組
み
で
あ
る「
地
域
内
分
権
」を

確
立
・
推
進
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
計

画
で
す
。

　計
画
の
主
軸
と
な
る
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
は
、ハ
ー
ド
事
業※

と
ソ
フ
ト

事
業※

に
整
理
さ
れ
、地
区
公
民
館
ご

と
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
理
念
に
基
づ

き
、様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

地
区
公
民
館
活
動
に
積
極
的
な

参
加
を
!!

　少
子
高
齢
問
題
が
深
刻
化
す
る
中

で
、多
く
の
地
区
で
は
、担
い
手
の
確

保
や
行
事
の
参
加
者
が
減
少
す
る
状

況
に
あ
り
、行
政
だ
け
で
な
く
、地
域

の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
ティ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
な
ど
多
種
多
様
な
主
体
が
地
域

社
会
の
担
い
手
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
・
協
力
し
支
え
合
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　地
区
公
民
館
は
、地
域
の
将
来
を

見
据
え
た
話
し
合
い
や
地
域
特
性
の

おひさま運動を推進して、住んでよし、訪ねてよし、ふれあいあふれるまちをつくりましょう

《
用
語
解
説
》

○
地
区
公
民
館

市
の
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、共
生
・

協
働
に
よ
る
地
域
社
会
の
実
現
と
市
民

の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

拠
点
施
設

○
ハ
ー
ド
事
業

施
設
、道
路
、河
川
、外
灯
な
ど
の
身
近
な

公
共
的
イ
ン
フ
ラ（
社
会
基
盤
）を
整
備

す
る
た
め
の
取
り
組
み

○
ソ
フ
ト
事
業

地
区
自
治
機
能
の
維
持
や
発
展
な
ど
を

目
指
し
て
構
築
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
や

仕
組
み
作
り
で
、地
域
特
性
を
活
か
し
た

事
業
や
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
事
業
な
ど
、地
区
公
民
館
の
多
種
多
様

な
取
り
組
み（
ハ
ー
ド
事
業
以
外
の
取
り

組
み
）

活
用
、ま
た
、課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
取
り
組
み
の
拠
点
で
す
。地
区
公
民

館
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、自
分
の

住
む
地
区
の「
今
」を
知
り
、「
未
来
」

を
考
え
る
よ
い
機
会
で
す
。そ
し
て
、住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
主
役
は
地
域
に

住
む一人
ひ
と
り
の
皆
さ
ん
で
す
。

　ぜ
ひ
、自
分
の
地
区
の
公
民
館
に
足

を
運
ん
で
、いっ
し
ょ
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

ソフト事業※（必須４事業のみ掲載）
①地区公民館花火事業
　地区夏祭りなど
②健康づくり推進等事業
　地区民の健康づくりの意識啓発、
　健康講話や健康づくりに資する活動など
③高齢者見守り活動事業
　住民同士の声かけ活動、
　対象者台帳やマップの整備、
　緊急対応態勢づくり、
　集いの場づくりなど
④きれいな地域づくり事業
　花苗配布、花いっぱい運動、
　花壇コンクールなど

福祉課
企画課

商工観光課
からのお知らせ

CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS

CIVIC NEWS

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売

プレミアム付商品券とは？
今年10月１日に予定されている消費税率の引き上げが、低所得者や子育て世代の消費に
与える影響ができるだけでないよう、また地域の消費が滞らないように販売する商品券
のことです。

◆低所得者
　令和元年度で住民税非課税の方
※住民税が課税されている方に扶養されている方
（生計を同一にする配偶者、扶養親族 )、生活保護
を受給されている方は除きます。

◆子育て世帯
　平成28年４月２日から
　令和元年９月30日までに
　生まれたお子さんのいる世帯

①購入対象の方

②販売価格など
◆販売価格　１セット5,000円（500円券×10枚）の商品券を4,000円で販売します。
◆購入限度額（対象者１人あたり）
　低所得者　：５セット25,000円（販売額20,000円）
　子育て世帯：５セット25,000円（販売額20,000円×対象のお子さんの人数)
◆販売時期　令和元年10月１日から令和２年２月28日

③関係書類の送付
◆要件に該当する方には随時関係書類を送付します。また制度について、
　市ホームページにも掲載を予定していますので、そちらもご覧ください。
　送付予定日：低所得者　7月中旬から　　子育て世帯　9月上旬から

【申請に関すること】
福祉課長寿福祉係
２４８-９４１９

【購入に関すること】
商工観光課商工政策係
２４８-９４０９

【制度に関すること】
企画課政策推進係
２４８-９４０３

鹿児島県 聖火リレールート

東京2020オリンピック聖火リレー 鹿児島県 聖火ランナー応募概要

東京2020オリンピック聖火リレー 鹿児島県実行委員会応募事務局 
●受付時間  9:00～17:00 ※土・日・祝日は除く　●受付期間  2019年7月1日（月）～8月31日（土）

Tel.0120-4-2020-6   Fax.0120-4-2020-9

【実施市区町村】

志布志市 ▶ 鹿屋市 ▶ 奄美市 ▶ 南大隅町 ▶     
霧島市 ▶ 姶良市 ▶ 鹿児島市

募集期間：
開催日時：
実施主体：
募集人数：
応募方法：

2019年 7月   1日（月）～8月31日（土） （郵送の場合：8月31日当日消印有効）
2020年 4月 28日（火）～4月29日（水） 
東京2020オリンピック聖火リレー鹿児島県実行委員会
42人
①鹿児島県実行委員会ホームページの応募フォームより応募

【県実行委員会ホームページ】 URL:https://kagoshimarunner.com
②所定の応募用紙に必要事項を記入の上、鹿児島県実行委員会応募事務局へ郵送にて応募

【県実行委員会応募事務局】 
〒892-0847 鹿児島県鹿児島市西千石町17-3 太陽生命鹿児島第2ビル4F

①2008年4月1日以前に生まれた方
②鹿児島県内の市町村にゆかりのある方

①鹿児島県実行委員会と複数のプレゼンティング
　パートナーは同時に応募可能です。
②ただし、鹿児島県実行委員会と他都道府県実行
　委員会へは同時に応募はできません。

主な応募要件

応募にあたっての注意事項

メールアドレス：info@kagoshimarunner.com　 URL：https://kagoshimarunner.com

鹿児島県実行委員会は、鹿児島県で走行する東京2020オリンピック聖火リレーの聖火ランナーについて、以下の通り公募を実施します。

お問い合わせ

1 日 目
2020年

4月28日（火）

【実施市区町村】

出水市 ▶ 西之表市 ▶ 薩摩川内市 ▶     
日置市 ▶ 伊佐市 ▶ 南九州市 ▶ 指宿市

2 日 目
2020年

4月29日（水）

お住まいの住所が
住民票に登録され
ているかを確認
にゃん♪

【お問い合わせ先】
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【お問い合わせ先】
本庁地域づくり課地域づくり係　TEL 248-9408　または各地区公民館

令和元年度

地区公民館
各地区公民館主催 日置市後援 西酒造株式会社協賛

　　　　　　　　　開催行事

夏祭り花火大会

上市来地区夏祭り花火大会

湯之元温泉夏まつり

第１０回鶴丸ふるさと夏まつり

第１０回いざくだ夕涼み花火大会

日新夏祭り花火大会

皆田地区夏祭り

第２６回和田地区夏祭り

夏祭り ・花火大会

第３０回土橋地区夏祭り花火大会

第１０回日置地区夏祭り

伊作地区灯籠まつり

第２０回吹上地区夏祭り

高山ミニバレー大会＆花火大会

第９回夏祭り花火大会

第１０回花田夏祭り

北校区夏祭り '１９

校区夏祭り花火大会

夏祭りボンダンス ・花火大会

第１０回吉利夏祭り

第９回伊集院地区秋祭り

第１０回十五夜祭り ・花火大会

第１７回山神の響炎

第９回藤元秋祭り

鬼火焚き ・花火大会

美山鬼火焚き ・花火大会

　打上時間

２０時

２０時

２０時

２０時２０分

２１時

２０時３０分

２０時３０分

２１時

２０時

２０時３０分

２０時３０分

２０時４０分

２０時２０分

２０時

２０時

２０時

２０時３０分

２０時４５分

２０時３０分

２０時４５分

２０時２０分

１９時２０分

１９時１０分

１８時４５分

１８時

１８時

　開始時間

１８時

１７時３０分

１６時

１６時

１８時

１８時３０分

１８時

１９時

１９時３０分

１８時

１８時

１８時３０分

１８時３０分

１８時

１７時

１８時

１８時

１８時

１８時

１８時

１７時

１８時３０分

１７時２０分

１３時３０分

１５時

１５時

　　　　開催日

　７月１４日 （日）

　７月２７日 （土）

　７月２７日 （土）

　８月　３日 （土）

　８月　４日 （日）

　８月中旬

　８月１１日 （日）

　８月１１日 （日）

　８月１４日 （水）

　８月１６日 （金）

　８月１７日 （土）

　８月１７日 （土）

　８月１７日 （土）

　８月１８日 （日）

　８月１８日 （日）

　８月２４日 （土）

　８月２４日 （土）

　８月２４日 （土）

　８月２４日 （土）

　８月３１日 （土）

１０月　５日 （土）

１０月　５日 （土）

１０月１３日 （日）

１１月１０日 （日）

　１月１１日 （土）

　１月１２日 （日）

　　　　　開催場所

扇尾地区公民館グラウンド

上市来地区公民館

湯田地区公民館前広場

東市来文化交流センター

伊作田地区公民館

日新自治公民館前広場

皆田地区公民館館庭

和田小学校校庭

平鹿倉地区公民館館庭

土橋中学校

日吉総合運動公園多目的広場

伊作地区公民館前駐車場

吹上地区公民館館庭

高山地区公民館運動場

妙円寺地区公民館駐車場

吹上浜公園内

伊集院北中学校校庭

飯牟礼小学校校庭

野首地区公民館

吉利地区公民館グラウンド

伊集院小学校運動場

住吉地区公民館グラウンド

山神の郷公園

藤元地区体育館

坊野地区公民館館庭

美山池広場

事業開催予定花火

※都合により、開催日程等が変更になる場合があります。ご了承ください。

扇尾

上市来

湯田

鶴丸

伊作田

日新

皆田

和田

平鹿倉

土橋

日置

伊作

吹上

高山

妙円寺

花田

伊集院北

飯牟礼

野首

吉利

伊集院

住吉

永吉

藤元

坊野

美山

令和元年度

日置市職員募集
一般事務 A

一般事務 B

建築技師 A
土木技師 A

建築技師Ｂ
土木技師Ｂ

栄養士

消防吏員

区分 対象 学歴・条件 採用予定

　詳細は試験案内をご覧ください。試験案内については市ホームぺージからダウンロードできます。直接受領を希望の場合は、市
役所へお越しください。郵便による送付を希望する場合は、140円分の切手を貼り、住所・氏名を記入した返信用封筒(Ａ４版封入
可能)を同封の上、「日置市職員採用試験案内希望（試験区分名）」と明記し、送付してください。

申込書受付期間　７月22日（月）から８月15日（木）まで
　　　　　　　　※郵送の場合は８月15日（木）消印有効
第１次試験日　　９月22日（日）

【提出先・お問い合わせ先】日置市役所総務課人事給与係　TEL 248-9438
　〒899-2592 鹿児島県日置市伊集院町郡一丁目100番地

※年齢は令和２年３月末現在の満年齢

守る

備える

創る

原動力はあなた

平成10年４月２日（21歳）から
平成14年４月１日（18歳）までに
生まれた者

平成 元年４月２日（30歳）から
平成10年４月１日（22歳）までに
生まれた者

平成10年４月２日（21歳）から
平成14年４月１日（18歳）までに
生まれた者

平成元年４月２日（30歳）から
平成10年４月１日（22歳）までに
生まれた者

平成元年４月２日（30歳）から
平成10年４月１日（22歳）までに
生まれた者

平成元年４月２日（30歳）から
平成14年４月１日（18歳）までに
生まれた者

高校等において必要な学科を専攻し、技術職員としての
知識・技能を有する者または令和２年３月末までに専門
課程を履修見込みの者

－

－

高校等において必要な学科を専攻し、技術職員としての
知識・技能を有する者または令和２年３月末までに専門
課程を履修見込みの者

管理栄養士資格を有する者又は令和２年３月末までに行われ
る国家試験により取得する見込みの者に限ります。（採用にお
いて、当該資格を取得していない場合は「合格」を取消します。）

次の（ア）から（ウ）までの要件を満たしている者
（ア）視力（矯正視力を含む）
　両目で０.７以上、かつ、一眼がそれぞれ０.３以上ある
こと（裸眼視力に制限はない）

（イ）聴力
　正常であること（２ｍの距離で低語が聴取できる程度）

（ウ）四肢、内臓等に疾患がないこと

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名
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STOP!滞納
～公平、公正、適正な債権管理を目指して～

日置市では、市の債権（市税等）の滞納を効率的に縮減し、滞納は絶対に許さない姿勢で、
基本的に、滞納処分等（差押え等）の法的手段を実施し、早期完納を目指します！

※　市の債権は、市税、介護保険料、後期高齢者医療保険、住宅使用料、水道料などのことをいいます。
※　滞納処分とは、市が納期限までに納付しない者に対して行う行政処分です。
※　強制執行とは、市が裁判所に訴えの提起などによる裁判所の権限です。

１　日置市の主な債権の滞納繰越分の未納額の年度末推移

すべての債権で、

５億7,100万円
の滞納があります。

延滞金は、年に
約8.9％
もつきます！

２　日置市の執行した滞納処分における換価額の年度末推移

市税等は、納期内納付を！

５　滞納をしないための３カ条

１つ、市税などの納付は、納期内納付をしましょう！
１つ、市税などの納付は、確実な口座振替を利用しましょう！
１つ、特別な事情があれば、まずは相談しましょう！
	 （病気、失業など）

どうぞよろしくお願いいたします。

お問い合わせ先　税務課特別滞納整理係　電話248-9413（直通）

主な債権とは、市税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育所保育料、
住宅使用料、水道使用料、下水道使用料、給食費をいいます。

H23 H24 H25 H26
年度

未
納
額
（
千
万
円
）

H27 H28 H29 H30
30

35

40

45

50

55

60

357,026,824円

383,217,507円
406,260,338円

427,033,835円
450,607,703円

466,097,863円

501,100,377円

533,693,898円

年度
平成28年度 平成29年度 平成30年度

件数 金額 件数 金額 件数 金額

件数、金額 552 17,018,288 528 12,197,585 461 16,946,342

（単位：件、円）

３　日置市の主な債権の収納率（現年度分）の年度別推移

債権の項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度

市
税

市民税 99.3 99.5 98.8

固定資産税 98.8 98.9 98.9

軽自動車税 98.0 97.8 98.0

国民健康保険税 92.9 93.5 92.9

後期高齢者医療保険料 99.7 99.7 99.7

介護保険料 99.3 99.4 99.4

保育所保育料 99.7 99.4 99.5

住宅使用料 99.0 99.2 99.1

水道使用料 92.5 92.1 92.3

下水道使用料 99.4 99.5 99.5

（単位：％）

４　日置市の執行した滞納処分、強制執行などの状況
（単位：件）

滞納処分、強制執行 平成28年度 平成29年度 平成30年度

滞
納
処
分

預金の差押え 529 446 358

給与の差押え 4 3 16

不動産の差押え 0 0 3

その他 10 11 11

強制執行など 0 1 3
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国体通信

《ふるさと港まつりで PR 活動を行いました！》

燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会ＨＰ＆ＳＮＳを開設中！

日置市開催競技のPRを行うため、４月28日（日）に江口漁港で開催された「第27回ふるさと港まつり」におい
て、広報活動を実施しました。
当日は県実行委員会の皆さんやぐりぶーファミリーの「まなぶー」も駆けつけ、子どもから大人まで多くの方に
特設ブースに来ていただきました。
日置市では今年、競技別リハーサル大会（軟式野球[６月８日～９日：伊集院総合運動公園野球場]、レスリング
[11月９日～10日：吹上浜公園体育館]）を開催するため、各競技のＰＲやチラシなどを配布し、県実行委員会の
皆さんもボランティアや応援メッセージの募集などを行いました。
今後もさまざまなイベントなどで、ＰＲ活動を行います。
来年に迫ったかごしま国体を市民みんなで盛り上げていきましょう！

タイムリーな情報を随時アップしますので、是非ご覧ください。

実行委員会HP facebook InstagramTwitter

　여러분, 안녕하세요（ヨロブン、アンニョンハセヨ)!
　皆さん、こんにちは！今回は韓国の伝統工芸、メドゥ
プについてご紹介します。メドゥプとは紐を結んで作
る韓国の紐工芸で、「結び目」という意味をもっていま

す。その歴史は長く、衣装や家具の装飾など日常用具に多く使われています。朝鮮時
代には宮中にメドゥプを作る係も置かれていて、庶民から上流階級まで幅広く使わ
れていました。メドゥプは蝶々やトンボ、花など、親しみのある動植物をモチーフにし
ており、それらが名前にもなっています。昔からメドゥプは人から
人へ教えられて引き継がれてきました。しかし、現代はインター
ネットがあるので、私は動画を見て作り方を学んでいます。メドゥ
プ作りに必要な物は、好きな色の紐一本と両手だけ！最初は難し
いですが、紐の操作で形が変化していく仕組みを理解することも
楽しく、完成した作品を見ると達成感を感じます。私は一本の紐
でトンボのチャームを作ってみました。最近はメドゥプのネックレ
スやブレスレット、ブローチなどのアクセサリーもあります。まだ
簡単な結び方しかできませんが、練習して可愛いアクセサリーが
作れるようになりたいです。

ひおき歴史街道
№８

　島
津
義
弘
は
、
茶
道
に
造
詣
が
深
く
、

千
利
休
か
ら
作
法
を
伝
授
さ
れ
た
と
さ

れ
、
茶
器
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
義
弘
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵

（
文
禄
・
慶
長
の
役
１
５
９
２－

９
８
）
で
、

朝
鮮
の
陶
工
ら
を
連
れ
帰
り
、
焼
物
の
技

術
導
入
を
は
か
り
ま
す
。
義
弘
は
、
陶
工

に
焼
物
窯
を
開
か
せ
た
ほ
か
、
焼
物
の
材

料
と
な
る
陶
土
調
査
を
各
地
で
行
わ
せ
、

薩
摩
焼
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
な
お
、

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
の
関
ヶ
原
の
戦

い
で
は
、
陶
工
陳
休
八
が
義
弘
と
と
も
に

敵
中
突
破
を
敢
行
し
、
生
還
し
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
苗
代
川
と
呼
ば
れ
た
東
市
来
美

山
も
、
慶
長
３
年
に
串
木
野
島
平
・
東
市

来
神
之
川
な
ど
に
上
陸
し
た
陶
工
た
ち
の

一
部
が
、
後
に
移
住
し
て
窯
業
な
ど
を
営

ん
だ
地
。
現
在
で
も
多
く
の
窯
元
が
あ
り
、

美
山
薩
摩
焼
（
御
定
式
）
窯
や
、
南
京
皿

山
窯
跡
・
五
本
松
窯
跡
・
堂
平
窯
跡
な
ど

鹿
児
島
県
や
日
置
市
の
指
定
を
受
け
た
も

の
を
は
じ
め
、
薩
摩
焼
関
連
の
貴
重
な
文

化
財
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
31
年
（
２
０
１
９
）
４
月
19
日
、

美
山
玉
山
神
社
伝
来
資
料
53
点
が
、
県
指

定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
し
て
新

た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
玉
山
神
社
は
、

苗
代
川
の
陶
工
た
ち
が
崇
敬
し
た
神
社

で
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
陶
工

た
ち
が
奉
納
し
た
品
が
伝
来
し
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
陶
工
た
ち
は
、
薩
摩
藩

の
窯
業
振
興
策
で
保
護
さ
れ
た
一
方
で
、

異
化
政
策
に
よ
り
朝
鮮
習
俗
を
強
い
ら
れ

た
た
め
、
同
社
に
奉
納
さ
れ
た
祭
祀
用
具

に
も
朝
鮮
式
の
楽
器
や
衣
装
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
資
料
は
、
染

付
の
皿
や
白
薩
摩
の
高
杯
、
陶
器
の
棟
札
・

社
名
額
・
狛
犬
な
ど
陶
磁
器
が
多
く
、
薩

摩
焼
の
郷
ら
し
い
品
々
ば
か
り
。
こ
れ
ら

指
定
さ
れ
た
資
料
の
多
く
は
、
現
在
、
日

置
市
に
寄
託
さ
れ
、
元
外
相
東
郷
茂
徳
記

念
館
で
見
る
こ
と
で
き
ま
す
。

▲玉山神社社殿（拝殿）
美山の丘の上に鎮座する玉山神社。古くは慶長10年
（1605）創建といわれ、当初は、朝鮮始祖神話におけ
る檀君を祀り、玉山宮・高麗神とも呼ばれた。陶工た
ちの「陶器神」としてだけでなく、現在は、ニニギノミ
コト・スサノオノミコトら５柱を祀り、豊漁・航海など
の神としても人々から崇められている。

▲玉山神社伝来資料の一つ「鼓胴」
安政６年（1859）に当地の薩摩藩御用窯「南京皿山」
窯で磁器生産に従事した陶工たちが奉納したもの。
玉山神社社の祭祀に用いられた「チャング」と呼ばれ
る朝鮮式の太鼓の胴体部で、白磁でできている。

【
参
考
図
書
・
史
料
】「
伊
集
院
由
緒
記
」（
鹿
児
島
県

史
料
拾
遺
15
「
鹿
児
島
県
史
料
拾
遺
」
刊
行
会
）、『
三

国
名
勝
図
会
』
復
刻
版
（
青
潮
社
）、
大
武
進
『
薩
摩

苗
代
川
新
考
』（
村
尾
印
刷
）、
深
港
恭
子
「
薩
摩
焼
を

め
ぐ
る
苗
代
川
文
書
に
つ
い
て
」（『
黎
明
館
調
査
研
究

報
告
』13
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
）、『
華

麗
な
る
薩
摩
焼―

万
国
博
覧
会
の
時
代
の
き
ら
め
き

―

』（
同
館
）、『
東
市
来
町
誌
』（
旧
同
町
）、『
戦
国
武

将

　島
津
義
弘
』（
姶
良
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）、『
薩

摩
焼
』（
薩
摩
焼
パ
リ
伝
統
美
展
実
行
委
員
会
）、
久
留

島
浩
・
須
田
努
・
趙
景
達
編
『
薩
摩
・
朝
鮮
陶
工
村
の

四
百
年
』（
岩
波
書
店
）、『
鹿
児
島
国
際
大
学
考
古
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
調
査
研
究
報
告
』
12
（
同
学
国
際
文
化

学
部
博
物
館
実
習
施
設
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）、
渡

辺
芳
郎
「
日
置
市
玉
山
神
社
伝
来
資
料
」（『
鹿
児
島
県

文
化
財
調
査
報
告
書
』
65
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）（
敬

称
略
）

と
う
こ
う

ぶ
ん
ろ
く

け
い
ち
ょ
うと

う
ど

な
え
し
ろ
が
わ

よ
う
ぎ
ょ
う

ご
じ
ょ
う
し
き

な
ん
き
ん
さ
ら

ど
び
ら

や
ま

た
ま
や
ま

さ
い
し

た
か
つ
き

い

　か

す
う
け
い

む
な
ふ
だ

き
た
く

●プロフィール●
安熙媛（アン・ヒウォン）さん

韓国出身

韓国のメドゥプ（紐工芸）について

「新指定「日置市美山玉山神社伝来資料」―陶工の聖地に残る品々―」
たま　やま

こどう
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※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

広報 ひおきひ
お
き
文
芸
賞
作
品
募
集
に

つ
い
て

日
置
市
文
化
協
会
連
絡
協
議
会
で
は「
第

８
回
ひ
お
き
文
芸
賞
」
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

文
芸
に
親
し
む
機
会
と
し
て
、
お
気
軽

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容　
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

さ
つ
ま
狂
句
・
川
柳

応
募
資
格　
日
置
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
方

応
募
規
定　
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
作

品
（
１
人
２
種
目
以
内
）

応
募
締
切　
９
月
30
日
㈪
ま
で

応
募
料　
無
料

そ
の
他　
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
表
彰

式
を
後
日
開
催
し
ま
す
。

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
文
化
係

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
３
２

ま
た
は
各
支
所
教
育
振
興
課

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
に

つ
い
て

募
集
要
件
等　

①
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

ま
た
は
現
在
校
区
外
の
小
学
生
が
い
る
世

帯②
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
世
帯

募
集
戸
数　

和
田
ひ
ま
わ
り
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）
４
戸

永
吉
中
央
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

花
熟
里
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

建
物
構
造　
鉄
筋
２
階
建

家
賃　
世
帯
の
収
入
に
よ
っ
て
算
定

敷
金　
入
居
決
定
時
家
賃
の
３
カ
月
分

申
込
期
間　
定
数
に
達
す
る
ま
で

入
居
者
決
定
方
法　
提
出
さ
れ
た
入
居
申

込
書
か
ら
入
居
資
格
を
審
査
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吹
上
支
所
産
業
建
設
課
建
設
管
理
係

☎ 

２
９
６ ｰ 

２
１
１
４

障
が
い
者
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
減
免
に
つ
い
て

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世

帯
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
基
準
は
次
の

と
お
り
で
す
。
申
請
を
ご
希
望
の
方
は
本

庁
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
へ
手
帳

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
請
す
る
年
の
１
月
２
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
で
、
全
額
免
除
の
申
請
を
さ
れ

る
方
は
１
月
１
日
に
お
住
ま
い
で
あ
っ
た

市
町
村
発
行
の
非
課
税
証
明
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

《
全
額
免
除
》

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が

い
る
世
帯
の
世
帯
構
成
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
世
帯

《
半
額
免
除
》

・
視
覚
障
が
い
ま
た
は
聴
覚
障
が
い
に
よ

り
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
、

世
帯
主
で
受
信
契
約
者
の
場
合

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
が
、

世
帯
主
で
受
信
契
約
者
の
場
合

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
７
０ ｰ 

０
７
７ ｰ 
０
７
７

 
 

０
４
５ ｰ 

５
２
２ ｰ 

３
０
４
４

観
光
ぶ
ど
う
園
の
開
園
に

つ
い
て

観
光
ぶ
ど
う
園
が
７
月
21
日
か
ら
順
次
開

園
し
ま
す
。
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る

お
知
ら
せ

携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
が
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
近
い
周
波
数
を
利
用
す
る
た

め
の
試
験
実
施
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
設
備
な
ど
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
電
波
発
射
予
定
日
以
降
に
テ
レ
ビ

映
像
に
影
響
が
出
た
際
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
携
帯

電
話
の
新
し
い
電
波
に
よ
る
影
響
が
出
た

場
合
は
、
一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利
用
推
進
協
会
が
無
償
で

回
復
作
業
を
行
い
ま
す
。

電
波
発
射
試
験
予
定
日

７
月
25
日
㈭

影
響
が
考
え
ら
れ
る
地
域

日
置
市
内
一
部
の
地
域
（
伊
集
院
・
吹
上

地
域
を
除
く
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
１
２
０ ｰ 

７
０
０ ｰ 

０
１
２

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
次
ま
で

☎ 

０
５
０ ｰ 

３
７
８
６ ｰ 

０
７
０
０

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る 

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

県
労
働
委
員
会
委
員
（
公
益
委
員
（
弁

護
士
等
）、
労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員

等
）、
使
用
者
委
員
（
会
社
経
営
者
等
））

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
労
働
者
、
事
業
主

の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第
４
火
曜
日
※
10
月
の
み
23
日
㈬

午
後
２
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
受

付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　
県
労
働
委
員
会
（
県
庁
15
階
）

相
談
事
例　
解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、

賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

申
込　
不
要
（
予
約
優
先
）
※
詳
し
く
は

次
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎ 

２
８
６ ｰ 

３
９
４
３

 
 

２
８
６ ｰ 

５
６
５
３

日
置
市
・
日
置
市
商
工
会
創
業
支
援
事
業「
創
業

セ
ミ
ナ
ー
」お
よ
び「
創
業
塾
」の
開
催
に
つ
い
て

日
置
市
お
よ
び
日
置
市
商
工
会
で
は
、

創
業
を
希
望
し
て
い
る
方
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
市
内
で
創
業
を
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
創
業
セ
ミ
ナ
ー
》

開
催
日
時　
８
月
１
日
㈭
午
後
７
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で

開
催
場
所　
日
置
市
商
工
会
伊
集
院
本
所

内
容　
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
、
起
業
・
創
業
す

る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
や
手
法
を
学
び
ま
す
。

講
師

新
屋
敷
辰
美
氏
（
中
小
企
業
診
断
士
）

シ
オ
ン
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
７
月
29
日
㈪
ま
で

《
創
業
塾
》

開
催
期
間　
全
12
日
・
24
時
間
コ
ー
ス

８
月
22
日
㈭
か
ら
10
月
10
日
㈭
ま
で

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

開
催
場
所　
日
置
市
商
工
会
伊
集
院
本
所

内
容　
事
業
を
開
始
す
る
た
め
の
心
構
え

や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事
業
計
画
）
作
成

研
修
、融
資
制
度・創
業
事
例
の
紹
介
な
ど
、

実
際
の
創
業
に
役
立
つ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

申
込
期
限　
８
月
19
日
㈪
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
商
工
会
伊
集
院
本
所

☎ 

２
７
２ ｰ 

２
２
２
２

遊
休
農
地
解
消
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

市
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
お
よ
び
農

業
の
担
い
手
の
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足

に
よ
り
増
加
し
た
遊
休
農
地
を
解
消
し
、

農
地
の
保
全
と
農
業
の
持
続
性
を
図
る
た

め
、
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
簡
易
な
復
旧

事
業
を
実
施
す
る
農
業
者
な
ど
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
対
象
者　
遊
休
農
地
に
つ
い
て
農
地

法
ま
た
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

基
づ
き
、
利
用
権
の
設
定
も
し
く
は
移
転

ま
た
は
所
有
権
の
移
転
を
し
た
農
業
者
ま

た
は
法
人
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件

を
全
て
満
た
す
者

（1）
市
内
に
住
所
ま
た
は
所
在
地
を
有
す
る

こ
と

（2）
当
該
事
業
が
他
の
補
助
金
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

（3）
事
業
を
実
施
し
た
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
以
上
継
続
し
て
当
該
農
地
の
耕
作
を

行
う
こ
と

補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
金
の
額

（1）
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

事
業
に
係
る
経
費
と
す
る
。
た
だ
し
、
補

助
対
象
経
費
の
額
が
１
万
円
未
満
の
場
合

は
、
補
助
対
象
と
し
な
い
。

（2）
補
助
金
の
額
は
、
事
業
に
よ
っ
て
解
消

が
図
ら
れ
る
遊
休
農
地
の
面
積
に
、
次
の

ア
～
ウ
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額
（
上
限

20
万
円
）
以
内
と
す
る
。

ア 

事
業
を
委
託
し
て
施
工
す
る
場
合　

　

 

１
ア
ー
ル
当
た
り
３
千
円

イ 

事
業
を
自
ら
施
工
す
る
場
合
（
重
機
等

の
借
上
げ
で
施
工
） 

　

 

１
ア
ー
ル
当
た
り
２
千
円

ウ 

事
業
を
自
ら
施
工
す
る
場
合
（
重
機
等

の
借
上
げ
を
し
な
い
）

　

 

１
ア
ー
ル
当
た
り
千
円

（3）
補
助
金
の
交
付
は
、
１
つ
の
遊
休
農
地

に
つ
き
１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
書
類
等

申
請
書
類
お
よ
び
添
付
書
類
な
ど
に
つ
い

て
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局
農
業
振
興
係

☎ 

２
７
４ ｰ 

２
１
２
４

開園予定日 観光農園名 お問い合わせ先
7 月 21 日 大庭ぶどう観光農園 274 - 1216
7 月 21 日 下茂満徳観光ぶどう園 274 - 0122
7 月 21 日 つとむじぃグレープの森 274 - 0123
7 月 23 日 かんとりぃぱぁく 274 - 9179
7 月 28 日 下茂観光ぶどう園 274 - 1044
8 月   1 日 赤崎農園 274 - 1034
8 月   1 日 重水観光農園 274 - 6287
8 月   1 日 下茂はるか農園 274 - 6113
7 月 25 日 観光農園かじゅらぼ 090 - 6778 - 5501
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令
和
元
年
度　

海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

海
上
保
安
庁
は
、
海
上
保
安
学
校
・
海
上

保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
の
受
験
者
を

募
集
し
ま
す
。

試
験
に
合
格
し
採
用
（
入
学
）
さ
れ
た

時
点
で
国
家
公
務
員
と
な
り
、
給
与
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
各
学
校
で
の
教
育
訓
練
を

終
え
た
後
（
卒
業
後
）、
配
属
先
へ
配
属
さ

れ
ま
す
。

受
験
資
格

《
海
上
保
安
学
校
》

（1）
２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
お
よ
び
２
０
２
０
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

（2）
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
を
修
了
し

た
者
で
あ
っ
て
、
２
０
１
９
年
４
月
１
日

に
お
い
て
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

（3）
人
事
院
が

（1）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

《
海
上
保
安
大
学
校
》

（1）
２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
お
よ
び
２
０
２
０
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

（2）
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
を
修
了
し

た
者
で
あ
っ
て
、
２
０
１
９
年
４
月
１
日

に
お
い
て
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

（3）
人
事
院
が

（1）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

申
込
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
に
て
各
学
校
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
）　

《
海
上
保
安
学
校
》

７
月
16
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
７
月
25
日
㈭

ま
で
※
受
信
有
効

《
海
上
保
安
大
学
校
》

８
月
22
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
９
月
２
日
㈪

ま
で
※
受
信
有
効

・
郵
送
ま
た
は
持
参

《
海
上
保
安
学
校
》

７
月
16
日
㈫
か
ら
７
月
18
日
㈭
ま
で
※
当

日
消
印
有
効

《
海
上
保
安
大
学
校
》

８
月
22
日
㈭
か
ら
８
月
26
日
㈪
ま
で
※
当

日
消
印
有
効

第
一
次
試
験　

《
海
上
保
安
学
校
》

９
月
22
日
㈰

《
海
上
保
安
大
学
校
》

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

☎ 

０
９
９
６ ｰ 

３
２ ｰ 

２
２
０
５

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の

黙
と
う
・
平
和
事
業
パ
ネ
ル
展
に
つ
い
て

広
島
市
と
長
崎
市
に
お
い
て
、
被
爆
74

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
原
爆
死
没
者

の
御
霊
を
慰
め
、
併
せ
て
世
界
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
念
す
る
た
め
、
平
和
祈
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
広
島
市
長
と
長
崎

市
長
か
ら
全
世
界
に
向
け
、
核
戦
争
の
悲

惨
さ
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る「
平

和
宣
言
」
を
行
い
、
広
島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
と
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
午
前
11

時
２
分
に
そ
れ
ぞ
れ
平
和
の
鐘
を
合
図
に

１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
日
置

市
民
の
皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職

場
、
地
域
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を
捧
げ
ら

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
日
置
市
平
和
事
業
と
し
て
、
７

月
23
日
㈫
か
ら
８
月
１
日
㈭
ま
で
市
中
央

公
民
館
ロ
ビ
ー
で
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
総
務
課
秘
書
広
報
係

☎ 

２
４
８ ｰ 
９
４
０
１

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
企
業
対
抗
運
動
会

参
加
チ
ー
ム
の
募
集

同
僚
な
ど
を
誘
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
９
月
28
日
㈯

内
容　
①
運
動
会
（
綱
引
き
、
大
縄
跳
び

な
ど
チ
ー
ム
対
抗
競
技
）

②
出
会
い
（
結
婚
支
援
）
を
目
的
と
し
た

交
流
会

時
間　
①
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で

②
午
後
６
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で

対
象　
鹿
児
島
市
、
日
置
市
、
い
ち
き
串

木
野
市
、
姶
良
市
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

人
（
事
業
所
単
位
で
の
申
し
込
み
）

※
①
は
既
婚
未
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
②
は
20
～
40
歳
の
独
身
者
で
①
も
参
加

で
き
る
人

※
独
身
者
割
合
な
ど
の
条
件
あ
り

場
所　
①
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
②
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

料
金　
①
無
料
（
別
途
保
険
代
が
必
要
）

　
　
　
②
１
人
４
千
円

申
込
期
限　
７
月
31
日
㈬
ま
で
※
消
印
有

効
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
企
業
対
抗
運
動
会
事

務
局
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
内
）

☎ 

２
５
５ ｰ 

６
１
４
４

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
週

間
に
つ
い
て

７
月
25
日
㈭
か
ら
31
日
㈬
は
「
鹿
児
島

県
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ

れ
て
20
年
と
な
る
今
年
、
県
は
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
各
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》

第
１
部　
基
調
講
話
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
20
年
を
迎
え
て
」

講
師　
名
取
は
に
わ
さ
ん
（
学
校
法
人
日

本
社
会
事
業
大
学
理
事
長
）

第
２
部　
活
動
報
告
（
鹿
児
島
の
取
り
組

み
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

た
も
つ
ゆ
か
り
さ
ん
（
鹿
児
島
県
男
女
共

同
参
画
審
議
会
会
長
）

場
所　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
西

棟
２
階
中
ホ
ー
ル

日
時　
７
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

《
小
学
生
対
象
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

じ
ぶ
ん
の
な
か
の
イ
ロ
イ
ロ
で
つ
く
っ
て

み
る
よ
、
え
っ
へ
ん
、
え
ほ
ん
！

場
所　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
西

棟
２
階
中
ホ
ー
ル

日
時　
７
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー　
髙
﨑
恵
さ
ん
＆
男

女
共
同
参
画
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

《
展
示
》

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
制
定
か
ら
20

年
～
数
字
で
読
む
、
鹿
児
島
の
男
女
共
同

参
画
～

場
所　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
西

棟
２
階
展
示
ロ
ビ
ー

日
時　
７
月
25
日
㈭
か
ら
31
日
㈬
ま
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
（
月
曜
は

休
館
日
）

《
展
示
》

〝
わ
た
し
〟
の
〝
ら
し
さ
〟
を
支
え
る
〝
本
〟

展場
所　
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
３
階
連
絡
通
路

日
時　
７
月
14
日
㈰
か
ら
31
日
㈬
午
前
10

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同

参
画
推
進
課
）

☎ 

２
２
１ ｰ 

６
６
０
３

 
 

２
２
１ ｰ 

６
６
４
０

農
薬
飛
散
防
止
に
つ
い
て

農
薬
の
使
用
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
中
、

農
薬
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
が
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
薬
飛
散
防
止
の
た
め
、
次

の
項
目
に
注
意
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
風
の
強
さ
、
向
き
を
考
慮
し
、
風
が
強

い
場
合
は
散
布
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
近
隣
に
他
の
作
物
が
あ
る
場
合
、
各
栽

培
者
間
で
収
穫
時
期
や
農
薬
散
布
時
期
な

ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
近
隣
作
物
の
収
穫
時
期
を
避
け
て
散
布

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
近
隣
に
民
家
な
ど
が
あ
る
場
合
、
民
家

の
敷
地
内
に
飛
散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
栽
培
品
目
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
農
薬

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

☎ 

２
７
３ ｰ 

８
８
７
０

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法

律
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

日
時　
８
月
１
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　
市
中
央
公
民
館　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料　
無
料

そ
の
他　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎ 

２
５
６ ｰ 

０
３
３
５

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
の
開
催
に
つ
い
て

時
間　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容　

相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料　
無
料

そ
の
他　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎ 

２
７
２ ｰ 

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎ 

０
９
０ ｰ 

２
７
１
９ ｰ 

２
１
１
９

場所 日時

日吉支所
１階相談室 7 月 23 日（火）

市中央公民館
2 階小会議室 8 月 27 日（火）
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日置市立図書館ホームページ 検 索

おすすめ本紹介

おすすめ本紹介 ちょっと図書館話

図書館長の独り言

-    Ｇｏ ｔｏ Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ    - ひおき 成人の風しん抗体検査・予防接種成人の風しん抗体検査・予防接種

子どもの任意予防接種子どもの任意予防接種

令和４年３月31日までの３年間に限り、風しん抗体検査・予防接種を公費（無料）で受けられます。
▶　風しんの予防接種は、現在、予防接種法に基づき公的に行われています。しかし、公的な接種を受ける機会がな
かった昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男性は、抗体保有率が他の世代に比べて低く(約
80％)なっています。
▶　そのため、令和４年３月３１日までの期間に限り、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男性を
風しんの定期接種※の対象者とし、抗体検査・予防接種に必要なクーポン券をお届けします。
　　4月23日に、今年度の対象者（昭和47年４月２日から昭和54年４月１日生まれの方）へクーポン券を郵送しました。
有効期限は令和２年２月末ですのでお早めにご利用ください。
　　なお、昭和37年４月２日から昭和47年４月１日生まれの男性でクーポン券の交付を希望される方は健康保険課ま
でお問い合わせください。　※予防接種法（昭和23年法律第68号）第５条第１項の規定に基づく定期の予防接種
▶　対象者の方には、お届けしたクーポン券を利用して、まず抗体検査を受けていただき、抗体検査の結果、十分
な量の抗体がない方は、定期接種の対象となります。

～抗体検査･予防接種までの流れ～　事前に医療機関などへ予約をしてください

抗体検査

本事業に参加している全国の医
療機関などや、事業所健診や特
定健診の機会に受けられます。

予防接種

本事業に参加している全国の医療機関
などで受けられます。

平成31年４月から始まりました！

無料

一部
助成

平成31年４月１日以降に接種したロタウイルスワクチンとおたふくかぜワクチンの予防接種費用の一部助成を開始
しました。接種当日、日置市に住所登録があり、接種を希望する次に該当する方が対象です。

●接種に必要なもの　※市から予診票の交付はありません。医療機関に設置してある予診票をご利用ください。
（１）対象者の住所を確認できるもの（子ども医療受給資格者証、健康保険証等）
（２）母子健康手帳　　　（３）自己負担金

●接種場所、接種費用　※事前に医療機関へ予約をしてください。
日置市の予防接種委託医療機関で接種し、助成額を差し引いた金額を医療機関へお支払いください。

お問い合わせ先　本庁健康保険課保健予防係　TEL248-9421

ロタウイルス

ワクチンの種類

１価ワクチン(ロタリックス)

５価ワクチン(ロタテック)

生後６週から生後24週(生後168日)まで

生後６週から生後32週(生後224日)まで

２回

３回

7,000円

4,500円

接種期間 接種回数 助成額(１回あたり)

おたふくかぜ

対象者

１歳以上小学校就学前までの幼児
１歳になったら早めに

小学校就学前の１年間
２回 3,000円

おすすめの接種時期接種回数 助成額(１回あたり)

（注意）腸重積症のリスクが高まるとの報告があるため、初回接種は生後14週６日までに受けてください。
　　　初回接種は15週以降の場合は助成対象外です。

抗体あり
定期予防接種の対象となりません

抗体なし
定期予防接種を受けましょう

クーポン券、本人確認
書類が必要です（ ）

クーポン券、本人確認書類、
抗体検査結果通知が必要です（ ）

梶よう子／著　角川書店／刊

　宇治で生まれ育った仁吉は、
毎年江戸から来るお茶壺道
中の見物が大好きだった。お
上の為に丹精込めて作られる
茶葉が宇治から献上されるこ
とに強い誇りを持っていたか
らだ。
　やがて日本橋の葉茶屋・森
山園の奉公人となった仁吉は、
日本一の葉茶屋を目指し日々
奉公に励むのだが…。

ヨシタケシンスケ/著　ブロンズ新社/刊

　宿題・お手伝い・部屋の掃除…。やりたく
ないことがいっぱいの男の子は、お小遣い

でお手伝いロボッ
トを買いました。
　ところがロボッ
トは、ニセモノだ
とばれないように
男の子のことを知
るためにいろいろ
な質問をするので
すが･･･｡

ペク・ヒナ／作　ブロンズ新社／刊

　ひとりで遊ぶドンドンは、ある日駄菓子
屋で色とりどりのあめだまを手に入れる。
口に入れると、突然まわりの声が聞こえて

きた！年老いた
イヌや、今は亡
きおばあちゃん
たちの心の声を
聞くうち、ドンド
ンの心にも変化
が訪れ・・・。

水津陽子／著　実業之日本社／刊

　自治会、町内会の運営や、活動に関する
悩み、トラブルの対
処をＱ＆Ａ形式で解
説し、活動を活性化
するアイデアやヒン
トを、具体的な取り
組み事例を交えて
紹介する。
　地域で活動して
いる方へ参考となる
一冊。

ＪＴＢパブリッシング／刊

　北海道の名所・文化を徹底解剖！自然景
観の成り立ちや幻想
的な風景の秘密、古
代から近代化までの
歴史、地域を支える
産業やそこでしか見
られない美景、ホッ
トスポットを紹介。

夏休みイベント開催のお知らせ　

　夏休みに、図書館では下記の通りイベントを
行います。
　お問い合わせは、各図書館までお願いします。
●7/20（土）　午後６時30分から７時30分まで
　夕涼みおはなし会（東市来図書館）
●7/27（土）　午前10時から正午まで
　夏休み手づくり絵本教室（東市来図書館）
●7/27（土）　午後２時から４時まで
　親子ふれあい教室（工作） （ひよし図書館）
●7/29（月）　午前10時30分から11時20分まで
　かごしま文庫のおはなし会（中央図書館）

今月のイチ押し!!
「お茶壺道中」

ひよし
図書館
オススメ

!

　７月。梅雨明けとともに風物が夏らしい輝き
を見せ、厳しい暑さがやってきます。陰暦の７
月の異称は文月ですが、稲含み月がつまってふ
みづき・ふづきとなったという説があります。
　さて、新元号「令和」が始まって２カ月が過
ぎました。大阪女子大学の中西元学長による
と令は「麗しい」、和は「平和」と「大和」を表
現しており、「麗しき平和をもつ日本」という意
味を表すそうです。この令和の典拠は万葉集
にあります。「初春の令月にして　気淑（きよ）
く風和（かぜやわら）ぎ、・ ・ ・」。図書館に
は万葉集の関連本が何冊も置いてあります。
ぜひご来館くださり、万葉集にも親しみながら
麗しい夏のひと時をお過ごしください。

『夏、到来・・・』

図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話
中央図書館 ９：00〜19：00 毎週木曜日、７月16日（火） 273-6886
東市来図書館

９：00〜18：00
（土・日・祝日）９：00〜17：00

毎週月曜日 274-9610
ひよし図書館 毎週月曜日、７月12日（金）、8月3日（土） 292-2001
ふきあげ図書館 毎週月曜日、７月19日（金） 245-1711

イベント情報

開 館 情 報

場　　所 イベント名 日　　　時

中央図書館

むぎばたけのおはなし会 ７月24日（水）、８月7日（水）15：15～
みつばち文庫のおはなし会 ７月	27日（土）	 11：00～
図書館友の会 ７月	30日（火）	 ９：30～
どようおはなし会 ８月	３日（土）	 10：30～
ファミリーおはなし会 ８月	10日（土）	 10：30～

東市来図書館 こけけおはなし会 ８月	３日（土）	 10：30～

ひよし図書館
成人読書会 ７月	17日（水）	 10：00～
おはなし会 ８月	10日（土）	 14：30～

ふきあげ図書館
おはなし会（ぽけっとファンタジー） ７月	27日（土）	 14：00～
赤ちゃんのおはなし会 ８月	３日（土）	 10：30～
おはなし会 ８月	10日（土）	 14：00～

「�ぼくの�
ニセモノをつくるには」 「あめだま」

「�自治会・町内会�
お悩み解決実践ブック」

「�ニッポンを解剖する！�
北海道図鑑」

ひよし
図書館

東市来
図書館

中央
図書館

ふきあげ
図書館

Hioki City Public Relations 2019.7 広報ひおき 2019.719 18



キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
62 円切手を
お貼りください

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　　　　　性別／　　男　・　女

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.171 ／ 2019.7 月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。
◎今月のお題

～先月のお題は『梅雨』でした～ ～日置市のこと、身近な話題等なんでもお聞かせください～

今月のお題1 フリートーク2

夏到来！海の季節になりました。貝
掘りやサーフィンなどなどみなさん
の吹上浜に関するエピソードをお待
ちしています。お便りを掲載させて
いただいた方に鹿児島オリーブの

「OLIVIA ANGELのトライアルセッ
ト」をプレゼント。応募締切りは７月
22日(月)当日消印有効です。

「吹上浜」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

県 内をドライブしていると荒れた孟宗竹の竹林を多く
目にしますが、昨年、美山窯元まつりで美山を訪れた

際にきれいに整備された竹林に心が和みました。
　今回広報紙で、取り上げられた美山未来つなぎ隊の取り組
みを見て、このような活動で竹林が整備されたことを知りあ
らためてすばらしいと思うことでした。

（HAPPY★　東市来町　40代女性)

私 のオススメの梅雨の過ごし方を紹介します。私は普段
から雨で家にこもる休日は“断捨離の日”と決めて、徹

底して家の要らないものを捨てるようにしています。梅雨に
入ると休日が雨の日も多いので、自分のペースで少しずつ片
づけができて、とても楽です。梅雨の間に家をきれいにして
楽しい夏の思い出をたくさん作ろうと思います。

（四葉　伊集院町　20代女性)

　“断捨離”できる人尊敬します。私はいつも、「いつか使うか
も…」となかなか捨てられない人で、他人から見ると整理で
きない人に見られていると思います。個人的にはこれはここ
にある･･･あれはあそこにある…と必要な物の場所は把握し
ているのですが･･･。言い訳でした。
　梅雨の間の片づけで、家にいいスペースが出来ますね。梅
雨が明けたら、夏のいい思い出をいっぱいお持ち帰りできま
すよ！さぁ日差しのまぶしい夏が来ます！楽しみましょう!!

　お読みいただきありがとうございます。美山未来つなぎ
隊の竹林整備活動は本当にすごいと頭が下がります。隊長
の松岡さんは「この大好きな美山を未来（子どもたち）へつ
ないでいくために活動している」と言っていました。今の時
代、自分の仕事が忙しく、誰かがやってくれるのを待ってい
る人が多い中で、仕事を休んでまで竹林整備などの作業を
されている方もいらっしゃいます。しかも隊員の方々は身体
的にきつい作業を楽しそうに作業をされます。そういうカッ
コいい大人を見て育った子どもたちは、きっと大人になった
ときに楽しく作業をすることができると思います。美山のこ
れからにも注目ですね。鹿 児島もとうとう梅雨入りしましたね。雨の日も少な

く、あまりじめじめしていないので、６月とは思えな
いほど快適な日々を過ごせています。
　この時期にいつも悩むことは、除湿機を購入するかどうか
です。このまま天気が続けば、今回も悩んでるうちに夏が来
そうです。

（Ｙ.Ａ　伊集院町　20代女性)

　梅雨に限らず、雨の日は除湿機があると便利ですよ！４人家
族の我が家では洗濯物が１日滞るともう大変。雨が降った日
は部屋干しで除湿機が欠かせません。梅雨が終わっても１年
中使えますよ。

8 9 9 2 5 9 2 読者の声
～日置市お便り板～

掲示板

お便りありがとうございます！

農
「 【  かっこいい生き方を学ぶ  】　
　
　
業
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や

　
　
　
し
た
い
。
育
て
て
収
穫
す
る
経
験

を
経
て
、
そ
れ
が
食
べ
る
楽
し
み
に
つ
な

が
り
、
「
食
」
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て

も
ら
う
。
そ
ん
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
」。

そ
う
話
す
の
は
黒
川
裕
司
さ
ん
。
み
か
ん

の
花
を
優
し
く
見
つ
め
る
表
情
が
印
象
的

で
し
た
。

　
黒
川
さ
ん
は
約
50
年
続
く
み
か
ん
農
家

の
３
代
目
。
と
は
い
え
最
初
か
ら
農
家
を

目
指
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
料
理
の
道
を
志
し
、
高
校
で
は
調

理
科
で
学
び
、
卒
業
後
は
18
歳
で
大
阪
市

の
店
に
就
職
、
20
歳
で
帰
鹿
し
て
３
年
間

調
理
師
と
し
て
働
き
、
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来
は
自
分
の
店

を
持
ち
た
い
と
料
理
の
腕
を
磨
い
て
い
ま

し
た
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も
と
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と
人
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す
る
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が

好
き
な
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で
、
店
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仕
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の
際
に
、

農
家
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事
業
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思
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そ
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、
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よ
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作
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た
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じ
、
一
方
で
は
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同
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食
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る
も
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と
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実
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っ
た
時
に
、
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自
分
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で
直
接
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た
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』
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己

表
現
方
法
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だ
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」
と
い
う
思
い
も
膨
ら
ん
で
い
き
ま

し
た
。家

の
家
業
に
は
毎
年
み
か
ん
を
購

入
し
「
今
年
は
酸
っ
ぱ
か
っ
た
ね
」

「
今
年
は
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
意
見
を

く
れ
る
お
客
さ
ま
が
い
ま
し
た
。「
こ
の

あ
り
が
た
い
基
盤
を
無
く
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
就
農
を
決
意
し
、
家
業

を
守
る
技
術
を
付
け
る
た
め
23
歳
で
鹿
児

島
県
立
農
業
大
学
校
の
果
樹
科
へ
入
学
し

ま
し
た
。「
入
学
し
て
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、

果
物
は
同
じ
植
物
と
向
き
合
う
時
間
が
長

い
と
感
じ
ま
し
た
。
み
か
ん
は
植
え
て
か

ら
早
く
て
も
採
れ
る
の
は
３
年
は
必
要
で

あ
り
15
年
、
20
年
と
向
き
合
っ
て
い
く
。

１
年
と
い
う
実
を
採
る
サ
イ
ク
ル
の
な
か

で
、
植
物
と
会
話
を
し
な
が
ら
世
話
を
す

る
。
気
が
抜
け
な
い
仕
事
で
す
。
花
が
咲

き
、
小
さ
な
実
が
付
き
は
じ
め
る
と
、
そ

の
実
が
育
っ
て
い
く
過
程
を
見
つ
め
て
い

く
。
や
っ
た
ら
や
っ
た
だ
け
の
反
応
を
示

し
て
く
れ
る
の
で
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。

年
で
30
歳
。
将
来
の
夢
は
調
理

の
経
験
を
生
か
し
た
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
農
村
交
流
施
設
）
を
開
く
こ
と
。「
最
近

は
『
食
』
に
食
べ
る
お
い
し
さ
や
楽
し
さ

を
求
め
な
い
消
費
者
が
増
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
と
生
産
が
離

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
育
て
て

採
る
楽
し
さ
か
ら
食
べ
る
楽
し
さ
に
つ
な

が
る
。
そ
こ
で
『
食
』
の
あ
り
が
た
み
を

感
じ
て
も
ら
う
事
業
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

平成元年、日置市吹上町生まれ。
鹿児島城西高校調理科卒業。
鹿児島農業大学校卒業。
平成28年から鹿児島県農業青年クラブ連絡協
議会会長。
趣味は魚釣り。

黒川 裕司さん（30歳）

◎有限会社フレッシュ吹上　黒川みかん農園
　専務取締役

くろ かわ ゆう  じ

実

今

お
子
さ
ん
の
写
真
を
大
募
集

子
ど
も
は
世
の
宝
！
広
報
ひ
お
き
で
は
来
月
号

か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
子
さ
ん
、
お
孫

さ
ん
の
写
真
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
掲
載
し

ま
す
。
記
念
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
し
で
す
。

左
記
の
応
募
情
報
を
メ
ー
ル
か
郵
送
に
よ
り
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
ま
ち
し
て
ま
す
。

◆
応
募
要
件

　
日
置
市
内
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

◆
応
募
内
容

　
①
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
読
み
方
）・
生
年
月
日

　
②
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

　
③
お
子
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
１
２
０
字

　
　
以
内
）

　
④
最
高
の
笑
顔
の
写
真
♥

◆
応
募
先

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

  kouho@
city.hioki.lg.jp

・
郵
送
先

　
〒
８
９
９－

２
５
９
２

　
日
置
市
伊
集
院
町
郡
一
丁
目
１
０
０
番
地

　
日
置
市
役
所
　
総
務
課
秘
書
広
報
係

※

応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
原
則
と
し
て
返
送

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

応募フォーム

《掲載例》

〇〇 〇〇くん　（●歳●カ月）
父 〇〇さん　母 〇〇さん

◆両親からのメッセージ◆
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
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５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

※

享
年
は
満
年
齢
で
す
。

編

集

た

い

◆
取
材
先
で
お
会
い
し
た
年
配
の
方
々
に

「
広
報
ひ
お
き
」
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、「
見
て
な
い
」

「
写
真
は
見
る
け
ど
、
小
さ
い
文
字
を
見
る

の
は
疲
れ
る
」
な
ど
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
先
輩
方
が
「
大
事
な
の
は
レ
イ
ア
ウ

ト
と
写
真
の
見
せ
方
」
と
言
っ
て
い
た
の
は

こ
う
い
う
こ
と
か
と
実
感
し
ま
し
た
。
難
し

い
で
す
ね
。
と
に
か
く
見
て
い
た
だ
け
る
紙

面
を
作
る
た
め
に
経
験
を
積
み
、
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。◆
今
月
号

の
表
紙
は
田
植
え
の
様
子
。
東
市
来
の
担
当

が
撮
っ
た
写
真
を
採
用
し
ま
し
た
。
日
置
市

は
田
畑
が
多
く
農
業
従
事
者
が
多
い
の
で
６

月
は
田
植
え
を
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
く
言
う
我
が
家
も

田
植
え
を
行
い
、
私
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植

機
に
乗
っ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
突
然
で

す
が
、
私
は
稲
作
が
好
き
で
す
。
裸
足
で
田

ん
ぼ
に
入
り
、
汗
を
か
き
な
が
ら
全
身
で
自

然
を
感
じ
な
が
ら
行
う
作
業
は
す
が
す
が

し
く
感
じ
、
癒
さ
れ
ま
す
。◆
最
近
は
、
ス

マ
ホ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
簡
単
に
「
選
択
し

た
情
報
」
が
手
に
入
る
時
代
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
に
「
学
問
な
き
経
験
は
、
経
験
な
き
学
問

に
勝
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

文
字
か
ら
得
た
知
識
は
断
片
的
な
も
の
で
、

実
体
験
に
伴
う
学
習
は
ま
さ
に
体
全
体
で

吸
収
す
る
の
で
そ
の
情
報
量
は
莫
大
で
す
。

い
ろ
ん
な
場
所
に
行
き
、
多
く
の
人
と
の
出

会
い
、
経
験
を
し
て
分
か
り
や
す
い
広
報
紙

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
７
月
号
で
し
た
。

お
め
で
た

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

む

市
民
の
窓
は
希
望
し
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ハ

① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和元年７月22日(月)※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．まちの話題　３．行政インフォメーション　４．健幸情報ひおき
　５．図書館へようこそ！　６．Life　７．市民の窓　８．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。

R
e

a
d

e
r

s
'

 
v

o
i

c
e

皆さんの声
待っています。
読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。

「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便

りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ

く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

「尾木場めだかの里米作り体験」 ◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

48,419人（-58）
22,914人（-32）
25,505人（-26）
22,711世帯（-6）

11,255人
24,982人

4,657人
7,525人

今月の
表紙

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■平成31年度 日置市有料広告代理店
渕上印刷株式会社 ☎099（268）1002

６月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください(TEL 248-9401)。

6 今月の
プレゼント!

高山地区で尾木場めだかの里米作
り体験が行われ、６組68人が参加
しました。都市と農村の交流を目的
に16年前から行われているもので、
参加者は日頃体験することのできな
い自然の中で、泥に足をとられなが
らも、丁寧に一苗ずつ植えていきま
した。

（６月16日　東市来町高山）

「オリーブオイル屋のスキンケア新商品」
　自然の植物がもつ力で、肌の潤いと、肌が本来もつ健やかさを守るお手伝
いをするために、日置市産のエキストラヴァージンオリーブオイルと、鹿
児島の植物がたっぷり配合された体に優しいスキンケアシリーズが出来まし
た（天然由来成分 100％）。　※お中元のお申込みも受け付けてます。

鹿児島オリーブ

OLIVIA ANGEL( オリビアアンヘル )
のトライアルセット をプレゼント！

商品お問い合わせ先：鹿児島オリーブ株式会社　TEL　099-295-3367
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伊
集
院
駅
近
く

地
元
で
安
心

公共交通　乗合タクシーのススメ公共交通　乗合タクシーのススメ
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東市来町 湯之元にオープンしました！
広々とした駐車場で女性も安心です

患者さま一人ひとりにあった治療を提案させていただきます

特集特集


